
２０１８年度 年主題〈イエスさまとともに生きる～愛の交わりの中で〉
1･2歳児７月主題 ｢ふれる｣ 3･4･5歳児７月主題 「交わる」

月のねがい 月のねがい

◎保育者の祈る姿にふれ、イエスさまを身近に感じる ◎生活の中で賛美したり、祈ったりする気持ちが生まれ、その気持ちを表す

◎水や砂、土にふれて遊ぶ ◎好きな遊びを深めながら、生きものや、友だちとの交わりが楽しくなる

◎保育者と一緒に夏の遊びを楽しむ ◎自分の思いや意見を伝えようとする

◎体を洗ったり、着替えたり、木陰で休んだりすることを快く感じる

泣いて感情を表す０才児。 態度や仕草で感情を表す１才

児。どちらもまだ、言葉では上手く伝えられませんが、自分

の感情はしっかり持って伝えようとする子どもたちです。

ある日、めぐみ組の部屋でおもちゃの取り合いが始まり

ました。いつもは、”あのおもちゃで遊びたい！”と思って

も、他の子が遊んでいたりすると、躊躇をして自分の気持

ちを出さないＴ君が、なぜかこの日は自分から動いて、Ｓ君

のおもちゃを取りにいったのです。Ｓ君も負けてはいません

「これボクの～!!」と言わんばかりに、必死に両手で抱え込
んだり、「あ～！」と言ってみたり､全身で抵抗していまし

た。しばらくしているとＴ君が目でＳＯＳを送ってきました。

少し離れた所から観ていた私は、求められるがままにＴ君

に寄っていき、「どうしたの？」と声を掛けました。Ｔ君は

「んっ！んっ！（これで遊びたい！）」と、おもちゃを指さし

ます。私が「これで遊びたいの？」と聞くと、こくんと頭で

深くうなずきました。ハッキリとした意思表示でした。「そっ

か～Ｔ君、Ｓ君もこれで遊びたいんだって！」と言うと、Ｔ

君は「んぐ！！（ダメ！）」。そこで私が「ダメなの？じゃあ

さ、Ｔ君がＳ君に貸してって言ったら？Ｓ君貸してくれるか

もよ！」と言うと、Ｔ君は「（かし）て～！」と言いながら手

で頂戴のポーズを組みました。Ｓ君はその姿を見て、耳で

聞いて、少し間を置いてから・・・持っていたおもちゃをスー

ッとＴ君に差し出したのです。私は、「Ｔ君貸してって言えた

ね～！」「Ｓ君はどうぞができたね～！」と、２人の頭をよし

よししました。

子どもにトラブルはつきもので、その時大人がすぐに仲

介に入ってしまうのは簡単ですが、子どもたちなりに自分

の気持ちを伝えようとする姿、また、友だちの気持ちに耳

を傾けようとする姿を見守ることの大切さを感じた出来事

でした。 主任 伊豆元

７月の行事予定

3 日(火) 海遊び(３才以上)・弁当日
6 日(金) 七夕訪問

10 日(火) 市プール遊び(３才以上)
11 日(水) 海遊び(２才児)
17 日(火) 誕生会(２才以上児)
18 日(水) 弁当日
19 日(木) 終園日(１号午前保育)
21･22 日 お泊り保育(年長児)
27 日(金) 熊毛地区公開保育

８月の行事予定

1 日(水) 夏季保育（１号午前保育）

3 日(金) 夕涼み会

13 ～ 15 日 弁当日（２・３号のみ）

21 日(火) 夏季保育（１号午前保育）

今月の聖句 ひかりのこどもと してあゆみなさい。
ｴﾍﾟｿ５：８

人間の出発点は創造神によって創られたことです。創世記には「神は土から人を像（かたち）あ

る者として造り、鼻から神の息（霊魂）を吹き込まれて、生きるものとなった。」（創世記２章７節）と記

されています。したがって、人間の肉体は、いつかはまたもとの土に帰りますが、霊魂は永遠に不滅で

す。

冒頭の言葉、「光の子」の部分を「神の子」と言い換えるなら「神の子らしく生きなさい」ということ

になりますが、神の子らしくより、光の子の方が広がりと深さがあるような気がします。人間が神の子（光

の子）として、神が望まれる世をつくっていけば、世界は平和となり、争いや憎しみもなくなり、まことに理

想的な社会が生まれます。

「三つ子の魂百まで」。幼い時から、神の子として自分を尊び、他人を敬うことを身につけておけ

ば、長じては、立派な社会人として世の中に必要な人材となります。ここに幼児教育の真骨頂があ

るのです。 牧師・前理事長 池田公栄
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学
園
長

さんがいます。そういう配慮のできるお子さんを背後で支え

前回に引き続き、お子さんとの簡単なコミュニケーション てくださってるいる方々にも感謝する思いです。

法をご紹介したいと思います。 このように、子どもの理解に合わせたこの方法は、思いや

りの心を育むとともに、言葉の意味や使い方のモデルになり

＜子どものしていることや、気持ちを言葉にして話す＞ ます。

例えば、ボールを投げるときには「エイッ」、物を持ち上

げるときには｢ヨイショ｣など日常的に使える場面はたくさん ＜大人のしていることや、気持ちをことばにする＞

あります。 例えば「お父さん、絵本を読もうかな」とか、ままごとを

その他遊びの場面ではお子さんの様子を観ながら実況中継 しながら「にんじん、切るよ」など言葉にすることで子ども

のように行動と気持ちを言葉にします。例えばお絵描きをし の注意をひき、遊びの中で自然に表現の手本を示すことがで

ているとき「赤色鉛筆をもって･･･チューリップをかきます。 きます。「○○ちゃんもやりたいね」「もっと遊びたかった

かわいく描けた！次は･･･何色にしようか迷って･･･黄色にし ね」など、＜子どもの気持ちを言葉にする＞と合わせて使う

ました。そして･･･ひまわりを描きました。上手にできたな」 ことで”あなたとわたし”の理解や、共感姓の発達を促す効

など、親が注目してくれている幸福感の中で、その動作を楽 果も期待できます。

しみ、物事への意欲を育むことができます。 子どもの反応をキャッチしながら、子

また転んだときには「痛かったね」と、気持ちを受け止め どもにストレスがかからないコミュニケ

て代弁しましょう。自分が持った嫌な感情も周りの人から認 ーションをしていくことで、子どもは安

めて受け止めてもらえた経験の積み重ねは、他者との信頼関 心して他者と関わり、自己肯定感を高め

係を築く力になります。私たち大人も同じですね。そして助 て、集団の中でも長所を発揮できるよう

けてもらった経験は、他者を助ける力にもなっていきます。 成長していきます。

園でも、例えばおもらしをしてしまったお友だちがいたら、

先生よりも素早くお着替えを取りに行って渡してくれるお子 木口屋（心理士）


